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松
島
之
議 

昔
者
竹
島
ノ
記
事
略
説
多
ク
シ
テ
、
松
島
ノ
事 

説
論
ス
ル
者
ナ
シ
、
而
テ
今
者
人
松
島
ニ
喋
々
ス 

然
リ
、
而
テ
此
二
島
或
ハ
一
島
両
名
、
或
ハ
二
島
也 

ト
諸
説
紛
々
、
朝
鮮
其
是
非
ヲ
決
ス
ル
者
ヲ
聞 

カ
ス
、
彼
竹
島
ナ
ル
者
ハ
朝
鮮
ノ
蔚
陵
島
ト
シ
、
幕 

府
偸
安
ノ
議
遂
ニ
彼
ニ
委
ス
、
故
ニ
此
所
謂 

松
島
ナ
ル
者
竹
島
ナ
レ
ハ
彼
ニ
属
シ
、
若
竹
島
以
外
ニ 

在
ル
松
島
ナ
レ
ハ
我
ニ
属
セ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
モ
、
之
ヲ
決
論 

ス
ル
者
無
シ
、
然
ル
ニ
松
島
ナ
ル
者
我
国
ト
朝
鮮
ト
ノ 

間
ニ
位
シ
、
長
崎
ヨ
リ
浦
潮
港
ニ
至
リ
、
馬
関
其
他 

石
州
・
因
州
・
伯
州
・
隠
岐
ヨ
リ
彼
要
地
タ
ル
ラ
ザ
レ
フ 

港
ヘ
ノ
道
ニ
当
ル
ヲ
以
テ
頗
ル
要
地
ト
為
シ
、
連
綿 

此
近
傍
ニ
英
魯
其
戦
艦
ヲ
出
没
ス
、
若
シ 

夫
我
国
ノ
部
分
ナ
ラ
ン
ニ
ハ
之
ニ
多
少
ノ
注
意
無
ル 

可
ラ
ス
、
彼
国
ナ
ラ
ン
歟
、
又
保
護
ヲ
加
ヘ
サ
ル
可
ラ
ス
、 

況
ン
ヤ
他
国
我
ニ
糺
ス
之
ニ
答
フ
ル
ニ
決
辞
ナ
キ
ヲ 

 

４
ｐ 

如
何
セ
ン
、
然
ラ
ハ
則
無
主
ノ
一
島
ノ
ミ
諸
書
ニ 

就
テ
案
ス
ル
ニ
、
竹
島
洋
名
ア
ル
ゴ
ナ
ウ
ト
島
ナ
ル
者
ハ 

全
ク
烏
有
ノ
者
ニ
シ
テ
、
其
松
島
デ
ラ
セ
島
ナ
ル
者
ハ 

本
来
ノ
竹
島
即
チ
蔚
陵
島
ニ
シ
テ
、
我
松
島 

ナ
ル
者
ハ
洋
名
ホ
ル
ネ
ツ
ト
ロ
ツ
ク
ス
ナ
ル
カ
如
シ
、
然
ル
ヲ
洋 

客
竹
島
ヲ
認
テ
松
島
ト
為
シ
、
更
ニ
竹
島
ナ
ル 

者
ヲ
想
起
セ
ン
者
ノ
如
シ
、
而
テ
此
ホ
ル
ネ
ツ
ト
ロ
ツ
ク
ス 

ノ
我
国
ニ
属
ス
ル
ハ
各
国
ノ
地
図
皆
然
リ
、
他
ノ 

二
島
ニ
至
リ
テ
ハ
各
国
其
認
ム
ル
所
ヲ
同
フ
セ
ス
、
我 

国
論
又
確
拠
無
シ
、
是
実
ニ
其
地
ノ
形
勢
ヲ 

察
シ
、
其
所
属
ノ
地
ヲ
定
メ
、
而
テ
其
責
ニ
任 

ス
ル
所
ヲ
両
国
間
ニ
定
メ
サ
ル
可
ラ
サ
ル
者
タ
リ
、
因
テ 

先
ツ
島
根
県
ニ
照
会
シ
、
其
従
来
ノ
習
例
ヲ 

糺
シ
、
併
セ
テ
戦
艦
ヲ
派
シ
テ
其
地
勢
ヲ
見
、 

若
シ
彼
既
ニ
著
手
セ
ハ
其
宰
政
ノ
模
様
ヲ 

実
査
シ
、
然
ル
後
ニ
其
方
略
ヲ
定
メ
ン
ト
要
ス
、 

請
フ
速
ニ
採
リ
テ
議
ス
ル
者
ア
ラ
ン
事
ヲ
伏
望
ス 
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か
つ
て
は
竹
島
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
は
多
く
、
松
島
に
つ
い
て
語
っ
た
も
の
は
無
か
っ
た
。
し
か

し
、
今
、
人
は
松
島
の
こ
と
ば
か
り
を
語
る
。
例
え
ば
、
こ
の
二
島
は
二
つ
の
名
前
を
持
つ
一
つ
の
島
だ

と
か
二
つ
の
異
な
る
島
だ
と
か
諸
説
紛
糾
し
て
い
て
、
政
府
に
お
い
て
も
民
間
に
お
い
て
も
明
確
な
結
論

を
述
べ
る
者
は
い
な
い
。 

 
 

 

こ
の
竹
島
と
い
う
島
は
、
朝
鮮
の
鬱
陵
島
で
あ
る
と
し
て
幕
府
の
安
易
な
判
断
の
結
果
、
朝
鮮
国
に
委

ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
も
し
こ
の
た
び
の
い
わ
ゆ
る
松
島
が
そ
の
竹
島
で
あ
る
な
ら
ば
松
島
は

朝
鮮
国
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
も
し
こ
の
松
島
が
竹
島
以
外
に
別
に
存
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
我
が
国

に
属
す
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
が
、
い
ま
だ
結
論
は
出
て
い
な
い
。 

 
 

 

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
松
島
は
我
が
国
と
朝
鮮
と
の
間
に
位
置
し
、
長
崎
か
ら
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
へ

の
途
中
で
、
馬
関
（
下
関
）
や
石
見
、
因
幡
、
伯
耆
、
隠
岐
か
ら
要
衝
の
地
で
あ
る
ラ
サ
レ
フ
港
（
元
山
）

へ
の
航
路
に
当
た
る
た
め
に
大
変
重
要
な
場
所
で
、
し
ば
し
ば
そ
の
付
近
に
英
国
や
ロ
シ
ア
の
船
が
出
没

し
て
い
る
。 

 
 

 

も
し
そ
れ
が
我
が
国
の
一
部
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
多
少
な
り
と
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
朝
鮮
領
で
あ

る
と
し
て
も
保
護
を
加
え
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
し
て
、
他
国
か
ら
こ
の
島
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ

た
と
き
に
返
答
も
で
き
な
い
よ
う
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。 

 

４
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そ
こ
で
、
無
主
の
一
島
の
み
諸
書
に
つ
い
て
検
討
し
て
見
れ
ば
、
竹
島
す
な
わ
ち
西
洋
人
の
言
う
ア
ル

ゴ
ノ
ー
ト
島
は
全
く
存
在
し
な
い
島
で
、
松
島
す
な
わ
ち
デ
ラ
セ
島
は
本
来
の
竹
島
す
な
わ
ち
蔚
陵
島
で

あ
り
、
我
々
の
松
島
は
西
洋
人
の
言
う
ホ
ル
ネ
ッ
ト
ロ
ッ
ク
ス
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
西
洋
人
が
竹

島
の
こ
と
を
松
島
と
し
、
そ
の
外
に
竹
島
と
い
う
島
が
あ
る
と
考
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 
 

 

そ
し
て
、
こ
の
ホ
ル
ネ
ッ
ト
ロ
ッ
ク
ス
が
我
が
国
に
属
す
る
の
は
、
各
国
の
地
図
は
皆
そ
う
な
っ
て
い

る
。
他
の
二
島
に
つ
い
て
は
各
国
の
判
断
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
る
。
我
が
国
に
お
い
て
も
確
た
る
結
論

は
無
い
。
こ
れ
は
、
ぜ
ひ
そ
の
地
を
調
査
し
て
そ
の
所
属
を
決
定
し
、
い
ず
れ
が
責
任
を
持
つ
べ
き
か
を

両
国
間
で
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。 

 
 

 

そ
こ
で
、
ま
ず
島
根
県
に
照
会
し
て
こ
れ
ま
で
の
取
扱
い
を
明
ら
か
に
し
、
併
せ
て
船
を
派
遣
し
て
そ

の
地
理
を
調
査
し
、
も
し
相
手
国
が
既
に
管
理
し
て
い
る
な
ら
ば
そ
の
状
況
を
実
地
に
調
べ
、
そ
の
後
に

ど
の
よ
う
な
方
策
を
取
る
べ
き
か
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
速
や
か
に
採
り
上
げ
て
論
議
す
る
者
が

現
れ
る
こ
と
を
望
む
。 

  




